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的
つ
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が
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マ
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リ
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・
ス
ト
ラ
ザ
ー
ン
著
／
大
杉
高
司
他
訳

　

予
価
三
五
〇
〇
円
＋
税

イ
ン
デ
ィ
オ
の
気
ま
ぐ
れ
な
魂

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
イ
ロ
ス
・
デ
・
カ
ス
ト
ロ
著

近
藤
宏
他
訳 

予
価
二
五
〇
〇
円
＋
税

第
二
回
配
本 

★ 

二
〇一五
年
一
二
月
下
旬
刊
行
予
定

変
形
す
る
身
体

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
リ
ン
ギ
ス
著
／
小
林
徹
訳

【
申
込
書
】最
寄
り
の
書
店
に
本
状
を
お
持
ち
の
上
、
ご
注
文
く
だ
さ
い
。
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冊
申
し
込
み
ま
す
。

お
名
前

ご
住
所
／
電
話
番
号

書店（番線）印

部
分
的
つ
な
が
り

マ
リ
リ
ン
・
ス
ト
ラ
ザ
ー
ン 

著
／
大
杉
高
司
他 

訳

今
日
も
っ
と
も
大
き
な
影
響
力
を
も
つ
人
類
学
者
の
一
人
で
あ
る
ス
ト
ラ

ザ
ー
ン
の
理
論
的
主
著
に
し
て
、
著
書
と
し
て
は
初
の
邦
訳
。
ス
ト
ラ
ザ
ー

ン
は
、
伝
統
的
な
人
類
学
へ
の（
自
己
）批
判
を
踏
ま
え
、「
わ
れ
わ
れ
」と

「
彼
ら
」の
実
践
の
際
限
の
な
い
錯
綜
の
な
か
に
新
た
な
民
族
誌
の
可
能
性

を
垣
間
見
さ
せ
る
、
独
自
の
テ
ク
ス
ト
を
生
み
出
し
た
。
議
論
の
線
的
な

流
れ
を
、
無
数
の
折
り
目
に
よ
っ
て
意
図
的
に
分
断
す
る
そ
の
実
験
的
な
ス

タ
イ
ル
は
、
読
者
を
と
き
に
戸
惑
わ
せ
、
と
き
に
挑
発
す
る
。
初
版
の
刊
行

か
ら
二
〇
年
余
り
を
経
た
今
日
、
な
お
も
新
た
な
思
考
を
喚
起
し
続
け
る

記
念
碑
的
な
一
冊
。

イン
ディ
オ
の
気
ま
ぐ
れ
な
魂

エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ヴ
ィ
ヴ
ェ
イ
ロ
ス
・
デ
・
カ
ス
ト
ロ 

著
／
近
藤
宏
・
里
見
龍
樹 

訳

「
人
類
学
の
存
在
論
的
転
回
」を
主
導
し
て
き
た
ヴ
ィ
ヴ
ェ
イ
ロ
ス
・
デ
・
カ

ス
ト
ロ
に
よ
る
初
期
の
代
表
作
で
、
著
者
自
ら「
も
っ
と
も
気
に
入
っ
て
い
る

論
文
の
一
つ
」と
呼
ぶ
注
目
の
書
。
一
六
世
紀
、
ブ
ラ
ジ
ル
沿
岸
部
に
住
ん
で

い
た
イ
ン
デ
ィ
オ
、
ト
ゥ
ピ
ナ
ン
バ
は
、
当
時
の
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
た
ち
に

は
御
し
が
た
く
、
耐
え
が
た
い
民
で
あ
っ
た
。
他
で
も
な
く
、
彼
ら
が
見
せ

る「
気イ
ン
コ
ン
ス
タ
ン
シ
ア

ま
ぐ
れ
さ
」ゆ
え
に
…
…
。
本
書
は
、
宣
教
師
た
ち
の
言
葉
に
耳
を

傾
け
な
が
ら
も
、
彼
ら
と
は
ま
っ
た
く
別
の
方
法
で
ト
ゥ
ピ
ナ
ン
バ
の
気
ま

ぐ
れ
さ
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で
、
宣
教
師
の
記
述
の
向
こ
う
に
あ
る
、
ト
ゥ

ピ
ナ
ン
バ
の
社
会
哲
学
あ
る
い
は〈
存
在
論
〉を
読
み
解
い
て
い
く
。

模
倣
と
他
者
性

マ
イ
ケ
ル
・
タ
ウ
シ
グ 

著
／
井
村
俊
義 
訳

異
な
る
文
化
が
出
遭
う
際
に
生
じ
る
化
学
反
応
に
つ
い
て
、
ヴ
ァ
ル
タ
ー
・
ベ

ン
ヤ
ミ
ン
の「
模
倣
」に
関
す
る
洞
察
に
イ
ン
ス
パ
イ
ア
さ
れ
な
が
ら
独
自
の

方
法
で
論
じ
た
、
米
国
の
人
類
学
者
タ
ウ
シ
グ
の
主
著
。
舞
台
は
コ
ロ
ン
ビ

ア
と
の
国
境
に
面
し
た
ダ
リ
エ
ン
。
そ
こ
に
居
住
す
る
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
と
遭

遇
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
、
や
が
て「
表
象
す
る
」も
の
と
さ
れ
る
も
の
と
い

う
関
係
か
ら
逸
脱
し
て
い
く
。「
模
倣
と
は
共
鳴
す
る
魔
術
で
あ
る
」と
記
し

た
タ
ウ
シ
グ
は
、「
他
者（
模
倣
）」に
映
る「
模
倣（
他
者
）」に
自
ら
の
姿
を

見
い
だ
し
、
読
者
を
そ
の
眩
暈
の
な
か
へ
と
誘
う
。

変
形
す
る
身
体

ア
ル
フ
ォ
ン
ソ
・
リ
ン
ギ
ス 

著
／
小
林
徹 

訳

軽
や
か
で
色
彩
に
富
ん
だ
人
類
学
的
エ
ッ
セ
イ
の
旅
│
│
。
西
洋
哲
学
だ
け

で
は
な
く
、
精
神
分
析
・
文
化
人
類
学
・
進
化
生
物
学
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
学

問
領
域
を
渉
猟
し
な
が
ら
、
わ
れ
わ
れ
の「
身
体
」の
輪
郭
が
描
き
直
さ
れ

て
い
く
。
動
物
と
人
間
、
男
性
と
女
性
、
西
洋
と
非
西
洋
、
古
代
社
会
と

現
代
社
会
な
ど
と
い
っ
た
、
既
存
の
分
類
法
が
巧
み
に
越
境
さ
れ
、
現
代
に

お
け
る
倫
理
的
行
為
の
あ
り
方
ま
で
も
が
根
底
的
に
問
い
直
さ
れ
る
。
哲

学
的
な
考
察
に
、
詩
的
な
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
織
り
交
ぜ
ら
れ
た
リ
ン
ギ

ス
の
文
体
は
、
読
書
の
快
楽
を
も
た
ら
す
だ
け
で
な
く
、
そ
こ
に
一
貫
す
る

「
人
類
」な
る
も
の
へ
の
問
い
を
、
確
か
な
手
ご
た
え
と
共
に
わ
れ
わ
れ
の

う
ち
に
呼
び
覚
ま
す
。

ヴァルタ
ー・ベン
ヤ
ミン
の
墓
標

マ
イ
ケ
ル
・
タ
ウ
シ
グ 

著
／
金
子
遊 

他
訳

中
南
米
地
域
を
主
な
舞
台
に
、
植
民
地
主
義
や
資
本
主
義
の
眩
惑
的
な

体
験
を
描
き
出
し
て
き
た
人
類
学
者
タ
ウ
シ
グ
は
、
同
時
に
、
民
族
誌
学
、

自
伝
的
記
述
、
文
化
批
評
を
巧
み
に
交
差
さ
せ
る
、
現
代
に
お
け
る
も
っ

と
も
重
要
な「
移
動
す
る
エ
ッ
セ
イ
ス
ト
」で
も
あ
る
。
批
評
家
ベ
ン
ヤ
ミ
ン

が
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
か
ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
自
殺
し
た
ス
ペ
イ
ン
の
国
境
の
町

を
訪
れ
、
境
界
と
墓
地
に
つ
い
て
の
思
索
を
め
ぐ
ら
せ
た
表
題
作「
ヴ
ァ
ル

タ
ー
・
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
の
墓
標
」な
ど
全
八
編
を
収
録
し
た
、
タ
ウ
シ
グ
の
代
表

的
な
エ
ッ
セ
イ
集
。

多
と
し
て
の
身
体

ア
ン
マ
リ
ー
・
モ
ル 

著
／
浜
田
明
範
・
田
口
陽
子 

訳

オ
ラ
ン
ダ
の
大
学
病
院
に
お
け
る
動
脈
硬
化
の
診
断
・
治
療
を
事
例
に
、
医

学
、
哲
学
と
人
類
学
の
あ
い
だ
を
大
胆
に
横
断
す
る
実
験
的
民
族
誌
。
モ
ル

は
、
民
族
誌
と
理
論
的
考
察
と
い
う
二
種
の
テ
ク
ス
ト
を
並
置
し
た
特
異
な

構
成
を
通
じ
て
、
ア
テ
ロ
ー
ム
性
動
脈
硬
化
症
と
呼
ば
れ
る〈
一
つ
の
〉病
が
、

さ
ま
ざ
ま
な
行
為
や
場
所
、
診
断
と
治
療
の
相
互
作
用
の
な
か
で
、
本
質

的
に
複
数
性
を
帯
び
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
説
得
的
に
論
じ
る
。「
実
践

的
存
在
論
」の
方
向
性
を
示
す
こ
と
で
、
人
類
学
の
存
在
論
的
転
回
に
多
大

な
影
響
を
与
え
て
き
た
名
著
。

以
後
、
ロ
イ
・
ワ
グ
ナ
ー
、
ブ
ル
ー
ノ
・
ラ
ト
ゥ
ー
ル
、
リ
ュ
ッ
ク
・
ボ
ル
タ
ン
ス
キ
ー
、
パ
ト
リ
ス
・
マ
ニ
グ
リ
エ
、
フ
レ
デ
リ
ッ
ク
・
ケ
ッ
ク
、

ミ
シ
ェ
ル
・
セ
ー
ル
、
ア
ド
リ
ア
ナ
・
ペ
ト
リ
ー
ナ
、
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
フ
ァ
ー
ガ
ソ
ン
ら
の
著
作
な
ど
続
刊
予
定

ア
ー
ト
と
エ
ー
ジェン
シ
ー

ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ジ
ェ
ル 

著
／
内
山
田
康 

他
訳

ジ
ェ
ル
の
遺
作『
ア
ー
ト
と
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
』は
、
わ
れ
わ
れ
に
常
識
を
捨

て
去
る
こ
と
を
迫
る
。
芸
術
作
品
と
わ
れ
わ
れ
と
の
関
係
は
、
ア
ー
ト
と

鑑
賞
者
で
は
な
く
、
罠
と
獲
物
の
重
層
的
な
相
互
関
係
と
し
て
あ
る
。
ア
ー

ト
が
ど
う
働
く
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
に
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
が
ど
う
媒
介
さ

れ
る
の
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
。パ
プ
ア
・
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
楯
か
ら
デ
ュ
シ
ャ

ン
の「
大
ガ
ラ
ス
」ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
時
間
と
空
間
の
な
か
で
展
開
す
る

ア
ー
ト
を
、「
エ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
」と
い
う
観
点
か
ら
捉
え
直
し
た
ラ
デ
ィ
カ

ル
な
理
論
書
。

自
然
と
文
化
を
超
え
て

フ
ィ
リ
ッ
プ
・
デ
ス
コ
ラ 

著
／
中
沢
新
一
・
檜
垣
立
哉 

他
訳

フ
ラ
ン
ス
人
類
学
に
お
け
る
レ
ヴ
ィ
＝

ス
ト
ロ
ー
ス
の
後
継
者
に
し
て
、
現

代
の
人
類
学
に
お
い
て
も
っ
と
も
注
目
を
浴
び
る
理
論
家
デ
ス
コ
ラ
の
主
著
。

彼
は
本
書
を
通
じ
て
、「
自
然
」と「
文
化
」と
い
う
二
元
論
に
疑
問
を
投
じ
、

人
間
と
非
人
間（
動
植
物
）が
連
続
的
な
関
係
を
切
り
結
ぶ
、
エ
コ
ロ
ジ
ー

の
多
様
な
集
合
体
と
し
て
人
間
社
会
を
捉
え
る
新
た
な
方
法
、「
自
然
の
人

類
学
」を
提
唱
す
る
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
人
類
学
の
射
程
を
超
え
、
物

心
二
元
論
、
ひ
い
て
は
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
き
た
近
代
社
会
や
科
学
技
術
の

在
り
方
を
も
再
考
す
る
試
み
で
あ
る
。

刊 行 リスト

造
本
・
体
裁�

四
六
判
上
製

a n t h r o p o l o g y
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伊
東
豊
雄
（
建
築
家

）

人
類
の
生
み
出
し
た
建
築
思
考
の
宝
庫
は
、
い
つ
も
ぼ
く
の
創
造
の
源
泉
だ
っ
た
。

こ
の
叢
書
が
も
た
ら
す
イ
ン
パ
ク
ト
が
、
ぼ
く
の
中
に
新
し
い
炎
を
点
火
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。

中
沢
新
一（
人
類
学
者

）

思
想
や
哲
学
や
ア
ー
ト
や
実
践
の
現
場
で
、
い
ま
求
め
ら
れ
て
い
る
最
新
の
知
性
の
形
態
は
、

大
胆
な
変
容
を
と
げ
つ
つ
あ
る
人
類
学
が
向
か
お
う
と
し
て
い
る「
つ
ぎ
の
人
類
学
」と
、

不
思
議
な
共
鳴
を
見
せ
は
じ
め
て
い
る
。

人
類
学
は
ふ
た
た
び
現
代
思
想
の
最
前
線
に
踊
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
叢
書
は
い
ま
人
類
学
に
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
新
し
い
胎
動
を
、
世
界
に
先
駆
け
て
紹
介
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

田
中
泯
（
ダ
ン
サ
ー

）

僕
は
、
限
界
集
落
と
称
ば
れ
る
村
に
住
み
一
瞬
ご
と
の
未
来
を
咬
み
し
め
て
い
ま
す
。

毎
日
、
人
類
の
一
人
で
あ
る
自
分
の
営
み
を
見
つ
め
て
い
ま
す
。
新
し
い
人
間
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

も
う
一
度
、
オ
ド
リ
と
コ
ト
バ
を
心
の
底
か
ら
必
要
と
す
る
始
原
の
ヒ
ト
に
成
り
た
い
と
思
う
の
で
す
。

細
野
晴
臣
（
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン

）

音
楽
を
や
っ
て
い
る
と
き
の
ぼ
く
は
、
す
っ
か
り「
原
住
民
」に
な
り
き
っ
て
い
る
。

ニ
ュ
ー
オ
ー
リ
ン
ズ
の
原
住
民
、
オ
ハ
イ
オ
の
原
住
民
、
日
本
の
原
住
民
…
…
音
楽
の
原
点
が
そ
こ
に
あ
る
。

ぼ
く
は
人
類
学
の
す
ぐ
そ
ば
に
い
た
わ
け
で
あ
る
。

い
ま
も
そ
う
だ
け
ど
。

か
つ
て
、
世
界
各
地
の
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
事
物
を
記
録
し
、
比
較
・
分
析
す
る
学
と
し
て
あ
っ
た
文
化
・
社
会
人

類
学
は
、
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
／
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
流
れ
に
も
ま
れ
る
な
か
で
、

著
し
い
変
貌
を
遂
げ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
こ
か
ら
立
ち
現
れ
て
き
た
人
類
学
の
現
代
的
相
貌
は
、
こ
れ
ま
で
一
部

の
専
門
家
以
外
に
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
本
叢
書
は
、
そ
う
し
た
変
化
を
主
導
し
て
き
た
人
類
学
者

た
ち
―
―
そ
の
多
く
は
、
今
回
が
実
質
的
な
本
邦
初
訳
と
な
る
│
―
を
紹
介
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
知
的
空
白

を
埋
め
、
新
た
な
展
望
を
指
し
示
そ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

レ
ヴ
ィ
　=

　

ス
ト
ロ
ー
ス
ら
に
主
導
さ
れ
た
構
造
主
義
・
記
号
論
の
隆
盛
以
降
、
人
類
学
は
し
ば
ら
く
の
あ
い
だ
、

人
文
科
学
総
体
へ
の
広
範
な
影
響
力
・
喚
起
力
を
失
っ
て
い
た
か
に
見
え
る
。
一
九
八
〇
–
九
〇
年
代
に
は
、
ポ
ス

ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
／
ポ
ス
ト
コ
ロ
ニ
ア
リ
ズ
ム
の
展
開
の
な
か
で
、
と
く
に
表
象
の
政
治
性
・
権
力
性
を
焦
点
と
し
て
、

伝
統
的
な
人
類
学
に
対
す
る
激
し
い
（
自
己
）
批
判
が
行
わ
れ
た
。
人
類
学
の
危
機
と
も
言
わ
れ
た
そ
う
し
た
状
況

を
経
て
、
ま
た
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
は
現
在
―
―
主
と
し
て
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
―
―
ま
っ
た
く
新

し
い
理
論
的
展
開
に
立
ち
会
い
つ
つ
あ
る
。
時
に
「
人
類
学
の
存
在
論
的
転
回
」
な
ど
と
名
指
さ
れ
て
き
た
こ
の
動

き
に
お
い
て
は
、
一
九
八
〇
–
九
〇
年
代
の
批
判
を
踏
ま
え
、
ま
た
、
現
代
の
科
学
技
術
論
な
ど
の
成
果
を
も
吸
収

し
つ
つ
、
他
者
性
と
の
民
族
誌
的
な
向
き
合
い
を
通
じ
て
、〈
人
間
〉
と
そ
れ
を
取
り
巻
く
〈
現
実
〉
を
新
た
な
仕

方
で
思
考
す
る
こ
と
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
本
叢
書
で
紹
介
す
る
ス
ト
ラ
ザ
ー
ン
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
イ
ロ
ス
・
デ
・
カ
ス

ト
ロ
、
ジ
ェ
ル
ら
は
、
こ
う
し
た
動
き
を
先
導
し
て
き
た
論
者
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
展
開
を
、
ヴ
ィ
ヴ
ェ
イ
ロ
ス
・
デ
・
カ
ス
ト
ロ
の
言
葉
を
借
り
て
、〈
他ア
ロ
・
ア
ン
ス
ロ
ポ
ロ
ジ
ー

な
る
人
類
学
〉
へ
と
向
か

う
動
き
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
か
つ
て
の
人
類
学
は
多
く
の
場
合
、「
人
間
と
は
い
か
な
る

存
在
か
」
に
つ
い
て
の
伝
統
的
な
想
定
（
言
語
の
使
用
、
社
会
的
・
集
団
的
な
生
活
、
動
物
性
と
の
切
断
…
…
）
に
立
脚
し
、

そ
の
枠
組
み
の
な
か
で
〈
人
間
〉
の
さ
ま
ざ
ま
な
姿
を
描
き
出
し
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
現
代
の
人
類
学
は
、
ま
さ

し
く
そ
の
よ
う
な
枠
組
み
の
外
に
出
よ
う
と
、
あ
る
い
は
、
そ
の
境
界
上
に
お
い
て
〈
人
間
〉
を
思
考
し
よ
う
と
す

る
。
こ
の
点
に
お
い
て
人
類
学
は
、
同
時
代
の
思
想
・
哲
学
と
も
共
鳴
し
つ
つ
、
再
び
人
文
科
学
一
般
に
新
た
な
展

望
を
も
た
ら
し
つ
つ
あ
る
の
だ
。

そ
し
て
、
今
日
の
人
類
学
は
、
そ
の
よ
う
な
他
な
る
思
考
の
た
め
の
場
所
を
数
多
く
見
出
し
て
き
た
―
―
鬱
蒼
と

し
た
熱
帯
林
に
覆
わ
れ
〈
黒メ

ラ
ネ
シ
ア

い
島
々
〉
と
呼
ば
れ
て
き
た
南
太
平
洋
の
島
々
、
宣
教
師
と
食
人
者
た
ち
が
特
異
な
出

遭
い
を
遂
げ
る
一
六
世
紀
の
南
米
大
陸
、
植
民
地
で
カ
メ
ラ
や
蓄
音
機
が
た
ど
る
奇
妙
な
歴
史
、
ア
ー
ト
に
お
い
て

〈
人
間
〉
と
〈
モ
ノ
〉
と
の
あ
い
だ
で
展
開
さ
れ
る
眩
惑
的
な
駆
け
引
き
、
さ
ら
に
は
、
白
い
壁
と
数
々
の
機
器
に

囲
ま
れ
た
現
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
病
院
の
一
室
…
…
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
本
叢
書
で
描
き
出
さ
れ
る
風
景
に
ほ
か
な

ら
な
い
。

こ
れ
ら
の
多
様
な
場
所
と
テ
ク
ス
ト
か
ら
立
ち
現
れ
る
、
新
し
い
〈
人
類
＝
人
間
〉
の
姿
と
は
い
か
な
る
も
の
か
。

ま
た
そ
こ
に
お
い
て
、
人
類
学
と
哲
学
、
文
学
や
美
術
の
あ
い
だ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
布コ
ン
ス
テ
レ
ー
シ
ョ
ン

置
＝
星
座
が
新
た
に
描
き

出
さ
れ
る
の
か
。
こ
の
叢
書
は
、
そ
の
よ
う
な
問
い
へ
と
読
者
を
誘い
ざ
な
っ
て
い
る
。

刊
行
に
あ
た
っ
て


